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註

１）関節弛緩性とは、先天性あるいは後天性に異常な
弛緩と可動性を示す関節のことをいう。（足立慶友整
形外科 ）身体柔軟性と関節弛緩性の評価が様々
であり統一されていない。（古後 ）

６ 参考・引用文献

浅田隆夫編（ ） 『短大生のための保健体育教本』
学術図書出版社

朝比奈一男・猪飼道夫・石河利寛（ ） 『スポーツ科
学講座・ ・スポーツと体力』 株式会社大修館書籍

足立慶友整形外科 「関節弛緩性ってなに？診断・関連す
る整形疾患とリハビリテーション」

 › 年 月 日閲覧
川上泰雄（ ） 「 コロナでの生活が心身・社会

に及ぼす影響」 『体育の科学』 № 第
巻

加賀谷淳子（ ） 「体力の性差を踏まえた運動・スポ

ーツ」 『学術の動向』 巻 号

金沢博昭（ ） 「筋量・筋力における性差」 『体力
科学』 巻 号

久保温子・平尾文・入部健次郎・松林宏美（ ） 「幼
児における運動能力の差」 『理学療法さが』
第 巻 第 号

厚生労働省 「新型コロナウイルス感染症の 類感染症移
行後の対応について」  ›

年 月 日閲覧
古後晴基・村田潤・東登志夫（ ） 「身体柔軟性と関

弛緩性における性差および関係性」 『ヘルスプロ
モーション理学療法研究』 巻 号

スポーツ庁 「学校の体育の授業におけるマスク着用の
必要性について 」 ：

年 月 日閲覧

政府統計の総合窓口 「体力・運動能力調査 令和 年度
（速報） ファイル 統計データを探す」

› stat search › files 年
月 日閲覧

政府統計の総合窓口 「体力・運動能力調査 令和 年度
（速報） ファイル 統計データを探す」

› stat search › files 年
月 日閲覧

政府統計の総合窓口 「体力・運動能力調査 令和 年度
（速報） ファイル 統計データを探す」

› stat search › files 年
月 日閲覧

政府統計の総合窓口 「体力・運動能力調査 令和元年度
（速報） ファイル 統計データを探す」

› stat search › files 年
月 日閲覧

政府統計の総合窓口 「体力・運動能力調査 平成 年
度（速報） ファイル 統計データを探す」

› stat search › files
年 月 日閲覧

塘添敏文（ ） 「男と女の違いに関する研究 形態・体
力面から見た性差 」 『亜細亜大学学術文化紀要 』
創刊号

内閣官房 「新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言
」

年 月 日閲覧
日本スポーツ振興センター 「性差」

 › › 年 月 日閲覧
万井正人・伊藤一生・菊地邦雄（ ） 「筋の持久力

に関する研究（Ⅲ） 性差による筋持久の相違につ
いて 」 『体力科学』 巻 号

文部科学省 「第 章 『新体力テスト』のより良い活用
について」  › ›

年 月 日閲覧
文部科学省（ ） 「新型コロナウイルス感染症対策

のための小学校、中学校、高等学校及び特別支援学
校等における一斉臨時休講について（通知）

」

年 月 日閲覧
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「和歌山信愛大学教育学部紀要」投稿規程 

 

1. 和歌山信愛大学教育学部は、本学教員の学術研究の成果を発表することを目的として、『和

歌山信愛大学教育学部紀要』（以下、『紀要』とする。）を発行する。 

2. 『紀要』刊行のため、和歌山信愛大学教育学部紀要編集委員会（以下、「編集委員会」とす

る。）を置く。 

3. 編集委員長は、学術研究会企画運営委員が務める。 

4. 編集委員会は、次の者をもって構成する。 

(1) 学術研究会企画運営委員 

(2) 学術研究会会長が認めた者若干名 

5. 紀要に投稿できる者は、原則として和歌山信愛大学学術研究会の正会員、名誉会員、賛助

会員に限る。ただし、編集委員会が特別に認めた場合は、投稿することができる。また、本学

部専任教員がファーストオーサーとなった共著論文に関しては、本学部専任教員以外の投稿

を認める。 

6. 原稿の種類は、以下のものとする。ただし、他の媒体に未発表のものに限る。 

(1) 論文（10ページを原則とする） 

(2) 研究ノート（4ページを原則とする） 

(3) 報告（作品、授業、課外活動、センター・委員会等） 

(4) 図書紹介 

(5) その他編集委員会が適当と認めたもの（翻訳、資料紹介等） 

7. 「論文」「研究ノート」の投稿に関しては、いずれか 1件を原則とする。 

8. 原稿の内、「論文」「研究ノート」に関しては査読を行う。 

9. 紀要に掲載される論文等の著作権は、和歌山信愛大学教育学部に属する。 

10. 投稿者は、編集委員会の指示に基づき、原則として事前に投稿を行う旨の申請を行う。 

11. 「和歌山信愛大学教育学部紀要執筆要領」に基づいて作成した原稿を、編集委員会の示し

た期日までに所定の方法で提出する。 

12. 紀要は、原則として年 1回、3月末に電子ジャーナルとして刊行する。 

13. 著者校正は、原則として 1校までとする。 

14. 紀要は、原則として和歌山信愛大学のWebサイト上で公開する。 

15. 投稿にあたっては、関係法令や学内規定を遵守し、研究倫理に則っていなければならない。

また、必要な場合は研究倫理委員会の審査を受けなければならない。 

 

附則 

この規程は、2019年 4月 1日より施行する。 
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